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キャリア教育活動の三つの段階 

 第 1 段階 

 職（キャリア）の概念的理解と 

内容の理解（職業調べ、地域取材） 

 

 第 2 段階 

職（キャリア）の実践的試行 

（職場体験） 

 

 第 3 段階 

企業や事業体と連携した仮想生産 

活動 
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 一方、２年生の方では、職場体験の体験前、体験後、そしてタウンワーク・トライワー  
ク誌に掲載後について、将来の仕事に関して自己効力に変化が見られるかを見た調査（図

12）では、いずれも自信につながっていく回答は過半数に達せず、変化もあまり見られな

かった。これは、２日間程度の職場体験では、将来について自信が持てるほどの経験には

なっていないことを示しているのかもしれない。またトライワーク誌掲載後もあまり変化

見られないことについては、この冊子は地域に配布されているわけではなく、また納品配

布と同時に（２月１０日）質問紙調査を行ったので、エリート情報紙掲載ほど生徒に影響

はなかったのかもしれない。そうだとすると、時間の経過とともに周囲からの情報や評判

によって、変化が見られるようになる可能性もあるだろう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 さらに３年生では、ハクレンプロジェクトの事後調査のみではあるが、今後の学校生活

及び将来についての自己効力についての調査（図 13,14）では、自信に十分につながる、

少しはつながるという回答が、半数には達していないもののそうでないという回答を大き

く上回った。半数を超えていない理由は前項での分析と同様であると考えられるが、肯定

的な回答の方が多いという結果は、このプロジェクトが自己効力に影響を与えるものであ

ったとはいえるだろう。  
 
4)事業所から生徒への評価  
 ２年生職場体験において、実施後に「あいさつ」「言葉づかい」「態度」「仕事ぶり」の４

項目について「よい」「普通」「努力をしてほしい」の３件法で各事業所にアンケート調査

を依頼し、全３４事業所から回答を得た。結果は図１５の通りで、全項目の中で「努力を

してほしい」は１事業所１項目のみであった。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後の学校生活との関係についてどう思いますか
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図 13 ハクレンプロジェクトと学校生活に関する自己効力との関係 

将来の職業生活や仕事との関係についてどう思いますか
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図 14 ハクレンプロジェクトと将来に関する自己効力との関係 
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あいさつ      言葉づかい      態度       仕事ぶり 
Ｎ＝34 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             図 15 2 年生職場体験事業所からの評価 

 
５．結語 

本研究では理論的な考察を基に中学校各学年で、実態に応じた段階的な活動を行った。

実施の結果は前項で見たように、生徒は概ね前向きに取り組み活動によって得たものも多

かったのではないかと思われる。冒頭でも述べたように、職場体験は全国の大多数の中学

校で実施されており、とりあえずはキャリア教育は全国的に普及しているといえる。だが、

職場体験が本当に有効な機会になっているのか、そして何といってもキャリア教育がその

意義も考慮されて深化したものとして行われているか、というと十分とはいえないだろう。

その点、本研究での取り組みが１つのモデルとなることができれば幸いなことである。  
ただし、課題も何点か挙げられる。まず、実践に先立つ、また平行して進めていくべき

座学の指導の内容はまだまだ未整備ということである。本稿では、職業の意義ということ

を重点に据えたが、それについても学習内容や資料の整備が必要である。また、実践面で

は企業との連携の内容になるが、１年のエリート情報紙掲載と２年のリクルート社のトラ

イワーク誌掲載では、記事を載せるという点では同じである。取材先や体験場所を１年は

どちらかというと公的施設、２年を事業所と差別化しているが、より明確な段階化を図っ

た方がよいと思われる。さらに、事前事後の質問紙調査では、尺度の統一性、一貫性が十

分図られず、十分な分析ができない面があった。今後検討が必要である。今後の研究では

これらの課題を反映させて進めていきたい。  
 
注 

１ 国立教育政策研究所(2007); 平成 18 年度 職場体験・インターンシップ実施状況等調査. 

２ 三村隆男(2008); キャリア教育入門, 実業之日本社, p.63. 

３ 尾藤正英(2006); 江戸時代とは何か, 岩波現代文庫, p.39. 

４ ただし南アフリカのブロンボス洞窟から発見された約 7 万 5000 年前の出土品で、鉄粉を

含んだオーカーという鉱石に刻まれた模様が現在のところ人類最古の文明ではないかとい

われている。（He n s h i l w o o d , C S .  e t  a l . ( 2 0 0 2 ) ;  E m e r g e n c e  o f  M o d e r n  H u m a n  

B e h a v i o r :  M i d d l e  S t o n e  A g e  E n g r a v i n g s  f r o m  S o u t h  A f r i c a ,  S c i e n c e ,  

2 9 5 ,  5 5 5 8 ,  1 2 7 8 - 1 2 8 0 .）  

５ 言語遺伝子が FOXP２という第７染色体の長腕部に存在することが同定され、ゲノム分析に
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